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Abstract: In order to improve the transparency of the learning content, methods and evaluations, we have 
made six recommendations for the graduation thesis at the Faculty of Science and Engineering, Tokushima 
Bunri University.  These recommendations are to make a detailed research plan document by the students 
compulsory, to use rublics for evaluating presentations at the workshop, and to introduce multi-evaluation.  We 
demonstrate the details and outcomes of these recommendations, and also now they contributed to the 
improvement of learning outcomes for the students. 















































4 年生 244 名を対象として，いくつかの取組みを


































   年度 卒業研究 A：研究計画書
学籍番号 氏 名 



































せられている要旨（A4 サイズ 1 頁）と，発表会で
























































































































































 上記 6 つの取組みによって観察された結果及び
考察を取組みごとに説明する。さらに，全体的に
見受けられた影響についても言及する。なお，本
章で示す教員のアンケート結果は，2015 年 10 月
（卒業研究 A の終了後）に 15 名から得られたも
のである。また，学生のアンケート結果は，2016

















































































































































 2014 年度の卒業研究 A の A 学科の主査による
評価は 100 点満点で平均 83.2，標準偏差 8.6 であ
った。このとき，ルーブリックによる評価は 100
点満点で平均 78.6，標準偏差 6.9 であった。両者
を比べたとき標準偏差が低いことから，ルーブリ
ックの方が客観的な評価ができていることがわか


















































図２に，2011 年度から 2015 年度までの卒業研
究を履修登録した学生のうち，単位を修得できな
かった人数の推移を示す。履修登録者は，学部全

















この評価は 50 点満点であるので，全体的に約 80%
の評価を与えたことがわかる。２年間のデータの












卒業研究 A 卒業研究 B
2014 年 39.85 42.36






卒業研究 A 卒業研究 B
A 学科 83.22 84.174
B 学科 80.91 84.09
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